
 

 

 

 ASSETS2022 年の 1 回目です。コロナ禍で世界中が混乱しています。コロナの問題だけではなく、世界中に大きな問題が山積しています。志成館の「ASSETS」では、あなた達の未来を守るために、1 回目はプラスチックごみか

ら始めます。そして食品問題そして世界平和の問題へと続けます。現在中学 3 年生が受験期なので多忙で、少し間が空くでしょうがご理解ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 2月 01日 第 36巻 01号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

現在のあなた達は、毎週「キャッシュカード 1 枚分のプラスチック」を体の中に取り込んでいるといわれています。①プラスチックの容器での飲食、②プラスチックでカバーしてレンジで加熱しての飲食、③いろいろな化学繊維の服を

着ているためにその粉塵を酸素と一緒に肺から吸収している、④海に溶けているプラスチックを食べた魚を食べている事⓹そもそも飲料水や食品そのものに恐るべき量のプラスチックが溶けている事など、体にプラスチックが取り込ま

れる例は枚挙にいとまがありません。その結果として、現代人は、「現代特有のいろいろな病気」にかかっています。以下は２０２２年の 1月にＮＨＫ‐ＢＳで放送された「デンマークで作成されたプラスチックの人体に与える影響」 

の番組を森がノートしたものです。プラスチックの何が悪いのか、どんな病気が、いつから発生していたかを理解してください。デンマークの放送内容をできるだけ忠実に再現しています。＜志成館にはＮＨＫ―ＢＳの録画があります＞ 

  

大半のプラシチック製品は、原油（石油）に色々な化学物質を加えて、柔らかいビニールにしたり、硬い容器

やいすやおもちゃなどにしたり、化学繊維として下着や洋服に加工しています。石炭や原油などの化石燃料

は、それが元々は生物であったのでそれ自体に問題があるとは考えられません。（それを燃やすことで地球温暖

化という大問題を起こしていることは今日ここでは除外します。）問題なのは、製品をつくる過程で加えられる

多種多様な化学物質なのです。この無数の化学物質は、体の中に入ると、もともと体の中にあって人体をかた

ちづくり、そして人体を守る「ホルモン」と同じように作用する、「環境ホルモン」という危険な物質として作 

用をし、人体に多大な悪影響を与えるのです。具体的な例としては次のようなものです。 

（１）子供たちの頭脳に悪影響を与え、現代人に多い「何事にもやる気を見せない無気力な人間」や逆に「過剰 

にいらいらしがちな落ち着きのない人間」をつくること 

（２）女性の乳がんが３倍になっている事や生理の年齢が低下している事 

（３）精子や卵子への攻撃がひどく、子供を産めない人たちの数が世界中で増加している事 

（４）男の子が高校生になって男らしくなるころに、ちっとも男らしくならない事 

  ・・・このことは、オタマジャクシに環境ホルモンを与えると、オタマジャクシのまま大きくなって、カ 

エルになって飛び跳ねる事ができなくなることで証明されている事 

実はこれらのことは、１９８０年代後半に科学者が警告を発していたのですが、しかし「石油化学工業」とい

う、現代社会では欠くことができない産業に関する「知ってほしくない真実＝不都合な真実」になりますの

で、石油化学工業が一体となって、その情報を隠蔽（いんぺい＝隠すこと）しました。同じころ「地球温暖化

の危険性という不都合な真実」についても科学者が警告したのに、産業界が耳を貸さなかったのと同じことで 

す。人類が破滅するのに、産業を守ろうとする愚かさは、下のＮＥＷＳＷＥＥＫの挿絵（さしえ）にありますの

で見てください。 

 

 

 

とりあえずあなた達にできることは 

➊カップラーメンは、「陶器」のどんぶりに移して、熱湯をかけて食べる事 

：カップの内側のプラスチックが溶けて体に入ります 

➋日ごろの飲食を「ガラスや陶器の食器」を使用すること 

：飲み物をプラスチック容器で飲むときにも体に入りますペットボトルより「瓶」に入ったものを 

➌プラスチックやビニールで包まれている食品を、レンジで加熱して食べない 

❹服は「綿」や「ウール」素材にしませんか？ 

・・・そんなことを言ったってできるはずはないよね だから出来るだけでいいです 

➡次回の「食品の毒」についてもいくつか述べますのでそれも参考にしてください 

 

 

【下】今の世界の多くの企業や政治の指導者たちがしていること 

は、下の挿絵そのものなのです！！ 

「人や国は滅んでも産業は守る」そうなのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下】ハワイ州やカリフォルニア州のような、日本の反対側の太平洋

のプラスチックごみの汚染はひどいものなのですが、日本近海の海底 

も最悪という最近の西日本新聞からの記事です。 

ＪＡ（＝広く農民を守る組織）が、４０年以上も前から、田んぼ

の肥料に、プラスチック加工の肥料を使っていたことを、ようや

く公表したという記事です。安全なはずの日本の農業が、これま

で、恐るべき量のプラスチックごみを、海洋に投棄していたとい 

うことです。 

➡Ｑ：いったい誰がこの責任をとるのでしょうか？ 

➡Ａ：答えは「あなた達」です。あなた達がこれから「医療公害」

「粉塵公害」「食品公害」の被害を受け続けるのです。 

【上】【左】 

 

もう時間がないのです！！ 

ＳＤＧsでは不十分です 

遅すぎるのです！！ 


